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調査報告
若者は本当に旅をしないのか？
─若者のライフスタイルの実態─
Is it True that The Younger Generation Does not Travel so much?: The Life Style of University Students
安田彰総合ゼミナール
監修の辞
この調査報告書は，2013年月，私の年次生のゼミである応用ゼミのメンバーが実施したものであ
る。
トラベル＆ツーリズムを軸とする私のゼミでは，座学に留まらない旅の実学を中心に，例えば本学留
学生向けの日帰りツアーづくりや石川県加賀市主催の観光フィールド大学への参加等を実施してきた。
一方，日々のゼミの授業では，当然旅や旅行に関するさまざまなテーマが取り上げられ，若者らしい観
点から議論が重ねられている。
そんなテーマの一環として「若者の旅行離れ問題」が俎上に載せられ「若者は本当に旅をしないの
か」をめぐって熱い議論が交わされた。自分たちはトラベル専攻だからやや一般の学生とは違うのでは
という意見が出る中，それなら幅広くアンケートをとってみようではないかという意見が大勢を占め，
これまで試みたことのない新しい調査活動が始まった。
質問項目の洗い出しと決定には随分と時間をかけたが，いざ実施となると速かった。
アナログ発想しかない私と違って，学生たちは ICT（情報コミュニケ−ション技術）に長けており，
紙媒体によるアンケート調査とその回収という手間暇のかかる古い手法ではなく，グーグルが提供する
アンケートソフトを利用して，いとも簡単に質問項目を作成，QRコードを作成して大教室のスクリー
ンに映し出し，一方，回答する学生たちは各自のスマホにそれを落とし込んで10分足らずで回答すると
いう早業であった。350人近い回答数というのもこうした ICT技術の賜物である。単純な回答集約だけ
ではなく項目別のクロス集計・分析も可能で，このあたりの進行は学生たちの独擅場であった。
結果のまとめと分析は年次に持ち越されたが，2013年月には学内の発表報告会を開催，グループ
分けしてチームごとにテーマを決め，全員が発表した。
本稿は，その折の資料を再編集し，重複や冗漫な箇所を省いたものである。学生たちの思い込みや，
不正確な決めつけがあるかもしれないが，サンプル数も十分な，類まれな調査になったと言えるだろう。
以下に担当した学生名を記すが，グーグルを駆使してアンケートを作成・集計・分析してくれた細野
多恵子さん，文章のとりまとめをしてくれたゼミ長の飯塚寛紀君の尽力を多としたい。 （安田 彰）
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はじめに
私達安田総合ゼミでは「若者は本当に旅をしな
いのか─若者のライフスタイルの実態─」という
テーマの下，2013年月にアンケート調査を行な
った。長らく若者の旅行離れが懸念されてい
るが，果たして実際はどうだろうかという疑問か
ら実施したものである。
当初は，旅行に絞ったアンケート調査を考えて
いたが，ゼミで議論を重ねるうち，旅行実施の有
無も，若者の生活実態が明らかにならない限り，
その位置づけは明快にはならないだろうとの結論
に至った。そこで，まずは大学生を中心にした若
者の勉学やアルバイトへの意識，収入・貯金，休
日の過ごし方，そして旅行への興味関心等を総合
的に調査し，若者のライフスタイルを浮き彫りに
することによって，旅行の位置づけをはっきりさ
せようと考えた。
Ⅰ．調査対象者の概要（属性）
まず，アンケート調査に協力・回答してくれた
大学生346人の属性を紹介しよう。
①大学，②学部，③学年，④家族構成，⑤出身
地，⑥性別の項目である。
．大学
346人中，本学・亜細亜大学生は269人。割合で
は78％を占める。その他の大学は77人と22％であ
る。
．学部
学部別では経営学部が166人と全体の48％，約
半数を占めている。その内訳は，当ゼミが所属す
るホスピタリティ・マネジメント学科が86人と全
体の25％を占め第位。第位は経営学部経営学
科が80人と23％。続く第位は国際関係学部の77
人（23％）。以下，経済学部の26人（％），法学
部の19人（％），短大の人（％）となった。
その他（他大学を含む）は53人（15％）。
．学年
学年別では，年生が147人と全体の42％を占
め最多。続いて年生の111人（32％），年生の
51人（15％）。年生は37人（11％）である。
．生活の仕方
生活別では，実家暮らしが250人で全体の72％
を占めて最多。続いて一人暮らしが87人（25％），
少数ながらルームシェアも	人（％）いた。
．出身地
出身地別では，やはり本学が東京都に所在して
いることもあり，首都圏（東京，千葉，埼玉，神
奈川）が217人と全体の63％を占めて最多となっ
た。次に多かったのは関東（首都圏以外）の44人
（13％）。続いて東海の23人（
％），東北の16人
（％），甲信越の12人（％），近畿の10人（
％），北海道の
人（％），九州の人（％），
中国の人（％），北陸の人（％），沖縄の
人（％），四国の人（％），そして海外が
人（％）であった。
．性別
性別では男性が143人で全体の41％，女性が203
人で全体の59％であった。女性の方が男性よりも
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10％ほど多く回答してくれたということになる。
Ⅱ．生活優先項目に見る学生像
次に，生活意識に関する調査結果を見てみよう。
．あなたはなぜ大学に通っていますか？
．授業がおもしろいと感じている人の授業参加
率は？
．学生生活において優先しているものは？
というつの項目から大学生のライフスタイル
を考えるものだ。
．あなたはなぜ大学に通っていますか？
（図）
この質問は当てはまる項目を複数回答してもら
った。「将来の就職のため（学歴をつけるため）」
が248人（31％），「視野を広げるため，やりたい
ことを見つけるため」が225人（28％）であった。
このつの項目だけでも全体の60％を占める結果
になり，一応将来のことを考えて大学に通ってい
る学生が多いことがわかった。
とはいえ「親・先生等周りの意見に従ったか
ら」「皆が行くから」「すぐには就職したくないか
ら」「ただ何となく」が，166人（26％）もおり，
本音を回答した人もかなりいた。他の回答として
は「勉強がおもしろいから」が46人（％），「部
活やサークルが楽しいから」が73人（	％）とな
っている。
この結果を見る限り，勉学が好きな学生はわず
か％しかおらず，多くの学生は大学本来の意義
や魅力を十分には感じ取っていないようだ。した
がって，親・先生に言われたから大学に進学した，
今すぐには就職したくないから，皆が行くから自
分も，ただ何となくという消極的な学生が全体の
26％，分の以上を占めることがわかった。
．授業をおもしろいと感じている人の授業参
加率（図）
次に授業が面白いと感じている学生の授業参加
率を調査した。
まず「あなたは積極的に授業に参加しています
か？」という質問で授業の参加率を集計した。
「参加している」が127人（37％），「どちらかとい
えば参加している」が138人（40％），「あまり授
業に参加していない」が63人（18％），「ほとんど
参加していない」が18人（％），という結果が
得られた。
この結果に対し，「授業を面白いと感じていま
すか？」という質問の回答をクロス分析すること
によって，「授業が面白いと感じている人」の授
業参加率を集計した。その結果，授業に積極的に
参加している学生の41％は「授業を面白い」と感
じており，「どちらかといえば面白い」と感じて
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図 あなたはなぜ大学に通っていますか？
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いる学生も48％おり，全体の約	割を占める割合
になった。
授業参加の積極性と，授業内容に面白みを感じ
る割合は，互いに深い関係にあることが分かった。
．学生生活において優先しているもの
最後に「学生生活において優先しているもの」
の調査である。
私たちは学生の生活やライフスタイルを考える
上で，その大部分を占めると思われる「アルバイ
ト」「遊び」「授業」の項目に絞り，優先してい
るものを調査しようと考えた。①学生生活におい
て優先しているものはアルバイトですか？，②学
生生活において優先しているものは遊びですか？，
③学生生活において優先しているものは授業です
か？，というつの質問の回答を全てクロス分析
し，建前の回答ではなく，学生が本当に優先して
いるものを突き止めようと考えた。まずは各項目
の回答を列挙する。
①学生生活において優先しているものはアルバイ
トですか？
優先している（％），どちらかといえば優先
している（23％），どちらかといえば優先して
いない（33％），優先していない（39％）
②学生生活において優先してしるものは遊びです
か？
優先している（17％），どちらかといえば優先
している（41％），どちらかといえば優先して
いない（29％），優先していない（13％）
③学生生活において優先しているものは授業です
か？
優先している（27％），どちらかといえば優先
している（34％），どちらかといえば優先して
いない（26％），優先していない（13％）
このつの質問から得られた回答をさらに掘り
下げるため，それぞれ「優先している」と答えた
項目をクロス分析してみた。
まずは「授業を優先している」と回答した学生
は，どれくらい「遊びを優先しているのか」調べ
てみると，約40％の学生が一方では「遊びを優先
している」と回答していることがわかった。しか
し，60％の学生は「授業の方を優先している」と
いう結果が得られた。つまり授業＞遊びであ
る。
次に「アルバイトを優先している」と回答した
学生は，一方でどれくらい「授業を優先してい
る」のかを分析したところ，わずか13％の学生し
かいないという結果になった。アルバイト＞授
業である。
最後に「アルバイトを優先している」と回答し
た学生は，どれくらい「遊びを優先しているの
か」では，約80％の学生が遊び優先という結果が
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図 授業に積極的に出席している学生×授業を面白いと感じていますか？
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出た。つまり遊び＞アルバイトである。
以上のつの関係をまとめた優先順位は，学生
数の多い順では遊び＞アルバイト＞授業＞遊
びということになる。遊びより授業を優先する
学生はいるものの，それは少数派で，多くの学生
はアルバイトを優先し，それも遊ぶ目的のためで
あるという実態が浮き彫りになった。
Ⅲ．学生の収入・支出の実態
．アルバイトによる収入（図）
「アルバイトをしている」と答えた人は90％，
ほとんどの学生は，自分で使うお金は自分で賄っ
ているようである。
アルバイトをする頻度については「週，
回」の人が63％で位，次に高いのは「週，
回」で31％となった。「週，回」の人はカ
月の収入が万円〜10万円未満が最も多く，「週
，回」の人は万円〜万円未満が一番多い
という結果であった。
．自由に使えるお小遣い
多くの学生はアルバイトによる収入が万円以
上あるものの，必要な諸費用を差し引けば，実際
に自由に使えるお金は平均万円程度しか残らな
いと答えた人が多い。
万円以上の収入がある実家暮らしの学生の割
合が34.4％であるのに対し，一人暮らしは64.4％，
ルームシェアは55.6％だった。実家暮らしの人よ
り，一人暮らしとルームシェアの方がカ月の収
入は高いことがわかる。ただ，そのうち自由に使
えるお金を聞いたところ，万円未満と答えた人
が実家67.6％，一人暮らし71.3％，ルームシェア
77.8％と大きな差はない。収入が高かった一人暮
らしとルームシェア組も，自由に使えるお金は実
家暮らしの人と変わらないことが読み取れる。
．何にお金を使っているのか
では，そのお金を何に使っているのか？
最もお金を使うものの割合を高い順から見てみ
よう（図）。
服などのファッションが35％，外食費27％，交
際費16％，趣味・スポーツ13％，交通費％，旅
行・ドライブ％，教養費％となっている，フ
ァッション，外食費，交際費の上位つを見ると，
ほとんどのお金は日常生活の中で費やされている。
自由に使えるお金からこうした日常生活にかけ
るお金を差し引くと，おそらく残りはわずかで，
旅行に使えるお金はほぼないに等しいだろう。
．貯金の実態（図）
貯金の有無について聞いてみた。「ある」が
64％，「なし」が36％と，意外にも貯金をしてい
若者は本当に旅をしないのか？
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ることがわかった。その貯金の金額は，最も高い
割合だったのが「10万円以下」で38％，「貯金な
し」が同じく38％だった。
貯金の目的・用途に関しては，割合の高い順か
ら，「欲しいもの（旅行や免許，服など）を買う
ため」が35％，「将来のためになんとなくしてい
る」が26％，「していない」は17％，「生活費」が
12％，「就活のため」が％，「家を出るため」が
％，「趣味のため」が％となった。
貯金があるといってもその金額は低い。また欲
しいものを買うための中に「旅行」も含まれては
いるが，果たして旅行のためだけに貯金をしてい
る人がどの程度いるか，その割合はわからない。
Ⅳ．長期休暇の過ごし方
長期休暇の過ごし方のついて聞いてみた。今回
のテーマである旅行に関し，一番のカギを握る休
暇の過ごし方は大切な項目だ。結果（複数回答
可）は下記のとおりである。
．休日について
・長期休みはどのように過ごす人が多いか？（複
数回答可）
アルバイト…………………………177人
友達と遊ぶ…………………………174人
趣味に打ち込む……………………111人
部活・サークル…………………… 85人
実家に帰る………………………… 58人
家事をする………………………… 41人
資格取得に励む…………………… 20人
旅行をする………………………… 64人
特に計画もなく家で過ごす………101人
特に計画もなく友達と過ごす…… 55人
アルバイトをすると答えた人が206人中177人，
友達と遊ぶと答えた人が174人と，このつが最
も多かった。その中で旅行をすると答えた人は
206人中64人，全体の約30％しか長期休暇を利用
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図 最もお金を使うものはどれですか？
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して旅行をしていない。このことから，アルバイ
トをしながら，空いた時間に友達と遊ぶという人
が多いことが分かる。また，旅行の優先順位が低
いことも垣間見える。
項目別割合を見ると，高い順からアルバイト
19％，友達と遊ぶ18％，旅行16％，趣味（旅行・
ドライブを含む）に打ち込む13％，特に計画もな
く家で過ごす	％，部活・サークル％，帰省
％，特に計画もなく友達と過ごす％，家事（大
掃除等）をする％，資格取得に励む％になっ
た。休日もやはり若干ではあるが，遊びよりアル
バイト優先の人のパーセンテージが高かった。旅
行は16％と意外にも高い割合だ。
アルバイトや友人との遊びで過ごす人が351人
（複数回答）と圧倒的で，旅行は相対的に少ない
（64人）。ただ「特に計画もなく家で，あるいは友
達とで過ごす人（156人・複数回答）」のうち，
「旅行などで出かける計画を立てるのが面倒だか
ら」と回答した人は26％と低く，
割の人は「計
画を立てるのが面倒で出かけないわけではない」
と答えている。
その他にも，「家でゆっくりしていることが好
き」と答えた人が87％，「日頃の疲れが溜まって
いるから」が84％，「特にこれといった趣味がな
いから」が22％だった。
特にこれといった趣味がないわけでもないし，
また意外だったが，旅行の計画をたてるのが面倒
と感じる人も少ないようだ。しかし，何かしよう
と思っているうちに時間が過ぎてしまうという人
は多い。つまり，自分で特に面白いことを思いつ
かなかった場合，誰かが面白いことを計画してく
ればそれに乗っかるが，特になければ家にいると
いうことだろうか。
また，休日に特に計画もなく家で過ごすと答え
た人のうち，家でゆっくりしていることが好きで，
日頃の疲れが溜まっているから，と答えた人を調
べた結果，44.2％と高い割合になった。「趣味や
好きなことがあるか」の質問に「はい」と答えた
人は92％で，そのうち「その趣味や好きなことが
自宅ですることかどうか」の問いに「はい」と答
えた人は47％であった。このことから窺えるのは，
趣味を家で楽しむ学生が多いため，インドア派の
割合が高くなっているのかもしれない。
Ⅴ．学生と旅行
．旅行への関心
さて，旅行に関する調査結果を見てみよう。ま
ず「若者の旅離れ」が話題となっているにもかか
わらず，旅行をすることに魅力を感じている人が
	割以上だ。旅行に対して意欲のある学生はとて
も多い。また旅行頻度については年に1,2回と答
えた男子が46.85％，女子は58.62％である。年に
〜回の男子は28.67％，女子は29.56％だった。
年に回程旅行をしていれば，旅行を十分して
いると思うのだが，一方で「旅行（日帰りまたは
泊以上）をよくしますか？」という質問に対し
ては「あてはまらない」「どちらかといえばあて
はまらない」と答えた人が
割程と，とても多い。
この回答結果を考えてみると，若者の旅離れは
旅行自体への興味が薄くなっているから生じたも
のなのではなく，逆に，旅行というものの価値や
特別感が大きくなっているからこそ，簡単には行
けないと思っている学生が多くなっているからな
のではないだろうか。
旅行をしない人の割合はかなり低いことがわか
るが，旅行をする人でも年に，回程度と答え
た人が男女ともに約割で，あまり旅行をしてい
ない。そしてこの旅行には日帰り旅行も含めてい
るため，海外旅行や国内でも遠い地域へ行ってい
る人の割合は非常に低いと考えられる。
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．幼年期の旅行体験
幼少期によく家族と旅行した人は現在も旅行し
ているのだろうか。そのあたりを分析したところ，
興味深い結果が出た。
「あてはまる」または「どちらかといえばあて
はまる」と答えた人は78.62％と高く，「あてはま
らない」，または「どちらかといえばあてはまら
ない」と答えた人は35％と低かった。幼少期によ
く家族旅行をしていた人の方が成長してからも旅
行に行く頻度は高いことがわかった。幼少期に感
じた旅行の魅力が，成長してからも旅行に行くき
っかけとなっているのだろうか。
．旅の魅力と旅の実施との関係
「旅行に魅力を感じる」と答えた人は96％と圧
倒的であるのに対し，実際に「旅行をする」と答
えた人は37％であった。いいかえれば，旅行に魅
力を感じてはいるものの実行に移している人は少
ない。そこで，旅行に魅力を感じている人の中で，
実際に旅行をしている人の割合を調べた結果，
98.7％と極めて高いことが分かった。旅行の魅力
は旅行をした経験と深い関係にあることがわかる。
．なぜ旅をしないのか？
ここで「旅行に魅力を感じているのに旅行しな
い人」の特徴について調べてみよう。
「旅行をよくしますか？」という質問に対し，「あ
てはまらない」「どちらかといえばあてはまらな
い」と答えた人が全体の63％いた。しかしこの旅
行をあまりしない63％の人のうち，96％の人が
「旅行に魅力を感じている」と答えている。
そこで，「旅行に魅力を感じているのに旅行を
していない人」はどんなライフスタイルや価値観
を持っているのか，なぜ旅行をしないのかという
疑問が生じる。
まずカ月の収入を調べてみよう。万円未満
が39人，万円以上万円未満が59人，万円以
上万円未満が44人，万円以上10万円未満が42
人，10万円以上が29人だった。カ月の収入には
ばらつきがあり，どうやら収入の多寡は旅行をよ
くするか否かには直接関係がなさそうだ。
次にアルバイトについて調べてみよう。全体の
88％の人がアルバイトをしており，平均週〜
日ほどアルバイトをしている。これではなかなか
長期の旅行には行きづらいだろう。
アルバイトで稼いだお金や仕送りのうち，家賃
や水道光熱費などを除いた自由に使えるお金の使
途にもばらつきがあった。とりわけ，洋服や靴，
アクセサリーに優先的にお金を使う人が最も多く，
206人中73人だった。それに対して旅行に優先的
にお金を使う人が206人中人だった。どうも旅
行の優先順位は低いようだ。
次に貯金について調べてみた。貯金額にはかな
りのばらつきがあったが，10万円前後の人が最も
多かった。中には50万円以上貯金している人もい
るが，それを旅行に費やす人は少ないようだ。貯
金の理由もさまざまだが，「欲しいものを買うた
め」という理由が最も多く，半数以上の人が占め
た。しかしこの「欲しい物」というカテゴリーに
は洋服や靴，本や CD，旅行も含まれているので，
その中でもどれが一番欲しいのかはこのアンケー
トからは読み取れない。
次に趣味の有無や内容を調べた（図）。90％
の人が何かしらの趣味を持っているが，内容は個
人によってかなりばらつきがあった。その中でも
ショッピングが好きな人が多く，趣味として定期
的にスポーツをする人はやや少なかった（図）。
以上，さまざまなカテゴリーでクロス分析を行
なってみたが，ほとんどの回答は人によってバラ
つきがあり，旅行をしない人特有の特徴や考え方
はあまりはっきりとは見えてこなかった。彼らは
お金がないわけではない。ただ旅行の優先順位が
低いのは，洋服の購入やアルバイトなど目の前に
あることに追われているためなのではないか。ま
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た，学生生活において優先しているものは「授
業」と答えた人が多かった。
これが建前か本音かは別としても，ほとんどの
学生がアルバイトをしている状況を考え合わせる
と，学生生活とアルバイトの両立を最優先とし，
空いた時間は友達との交遊に割くため，結果とし
て旅行をするまとまった時間を取ることが難しい
のだろうと思われる。
．どんなライフスタイルの学生がよく旅をす
るのか？
さらに私たちは，よく旅行をする人の特性を際
立たせ，特徴づけるため，授業優先派，遊び優先
派，アウトドア派，アルバイト優先派，のんびり
くつろぐ派のそれぞれについて，旅行回数に際立
った差や傾向が見られないかクロス分析をして，
調べてみた。何事であれ，物事に意欲的な人，ア
ウトドア派の人は旅行の回数が多いのではないか，
と予想をしてみた。
（）授業を優先する人の年間の旅行回数（図）
授業を優先する人は旅行の回数が少なく，旅行
の回数が，回の人が半分以上を占めた。
（）遊びを優先する人の年間旅行回数（図）
授業を優先する人より，遊びを優先している
人のほうが，旅行回数は多い。
（）アウトドア派の年間旅行回数（図10）
自分のことをアウトドアだと思う人はやはり旅
行回数が多く，旅行しない人は％しかいないこ
とがわかった。
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図 趣味の有無
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図 スポーツはよくしますか？
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（）貯金派の年間旅行回数（図11）
貯金をしている人は旅行をよくするのか，調べ
たところ結果，はっきりとした相関関係はみられ
ず，貯金はあるのに旅行をしない人が41％もいた。
（）アルバイト派の年間旅行回数（図12）
多くアルバイトに時間を割く学生は，62％があ
まり旅行をしないと答え，多くがあまりしないこ
とがわかった。
（	）休日のんびり派の年間旅行回数（図13）
休日に家でのんびりすることが好きな人は，あ
まり旅行をしないのではと考えたが，実際は72％
がよくすることがわかった。
以上，学生のライフスタイルと旅行回数との関
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図	 授業を優先すると回答した学生×年間の旅行頻度
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図
 遊びを優先すると回答した学生×年間の旅行頻度
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図10 アウトドア派の学生×年間の旅行頻度
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係をまとめると，授業優先派やアルバイト派はや
はり旅行回数が少なく，遊び優先派やアウトドア
派は旅行によく出かけていることが分かった。ま
た貯金のあるものが旅行をよくするかどうかはは
っきりとした傾向が見られず，これはアルバイト
をしているからといって，必ずしも旅行にお金を
使っているわけではないということと同様であろ
う。意外であったのは，休日のんびり派が，よく
旅行をしているという事実であった。
Ⅵ．まとめ
まず今回のアンケートでわかった大学生のライ
フスタイルをまとめてみよう。
基本的に大学生活で優先しているものは遊び
若者は本当に旅をしないのか？
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図11 貯金がある学生×旅行をよくしますか？
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図12 アルバイトをしている学生×旅行をよくしますか？
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図13 休日に家でのんびりすることが好きな学生×旅行をよくしますか？
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＞アルバイト＞授業＞遊びという順位になる。
個人差はあるものの，状況に応じて優先順位を変
えながら上手に生活してい姿が浮かんでくる。
お金については，ほとんどの学生がアルバイト
をして必要なお金を賄っているが，自由に使える
金額は万円程度で，それは実家暮らしの学生，
一人暮らしの学生，ルームシェアの学生いずれも
大きな差はない。そしてその自由に使えるお金は
主に，服の購入，外食費，交際費等に使われてお
り，平日や休日に友人と買い物に出かけ，食事を
するような日常優先のライフスタイルが浮き彫り
になる。ただここにも個人差はあり，趣味や部活
等に使うと回答した学生も多く，お金の使い道は
多種多様だ。旅行をするか否かは，ライフスタイ
ルの違いというよりは，個人の価値観の違いに関
係してくるようだ。
次に旅行についてみると，アンケートに回答し
てくれた学生の多くは旅行に魅力を感じているこ
とがわかった。しかし旅行の優先順位は低いとい
う結果になった。その理由として，普段の生活の
中でお金を使ってしまうこと，アルバイトに忙し
く，まとまった時間を作ることが出来ないという
つの大きな要因があることがわかった。
今回の調査から，学年が上がるにつれて旅行頻
度が増えている事も判明した。これは，学年が上
がるにつれて単位取得ができ，授業数も減って時
間的余裕が出来ることに加え，さらに年生にな
ると卒業旅行として旅行に行く人も増えるためで
はないか。しかし，それ以外の属性による旅行頻
度の特徴はさほど見られないことから，旅行する
かどうかはその人のライフスタイルによるといえ
そうだ。しかし，全体的にみて旅行する回数はか
なり少ないことから，実際に若者はさほど旅行を
していない事実が明らかになった。
また，旅行というものに大きな価値を感じてい
る学生が多いだけに，容易には体験できない
「旅」を特別視してしまい，かえって自分たちに
は程遠い，気軽には行けないものになってしまっ
ているのではないか。
確かに若者の旅行する頻度は減っているが，全
く旅行に興味がないわけではなく，現に旅行に行
っている学生もいる。まとまった時間やお金の使
い方を少し変えるだけで若者の旅行離れを多少な
りとも回復できるのではないだろうか。これが私
達ゼミ生の意見である。
今回のアンケート実施に際しては，346人とい
う多くの学生に協力していただき，貴重な回答デ
ータを得ることが出来ました。研究がここまで漕
ぎ着けられたのは，ゼミ生の頑張りとそれに応え
て頂いた多くの学生のみなさんの協力があったか
らこそと実感しています。本論文を読み，自分と
他の学生とのライフスタイルの違いを発見し，
「旅立ちたい」と思う学生が増えればゼミ生一同
の幸いです。本アンケートに協力して頂いた全国
の学生の皆さん，ありがとうございました。
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実施アンケートフォーム
2013.1.
亜細亜大学経営学部 HM学科
安田応用・総合ゼミ
大学生のライフスタイルと余暇の実態(注)
はじめに
このアンケートは，大学生のライフスタイルと
旅に関するデータを集めるために行うものです。
これまでにない試みですので，ぜひご協力くださ
い。個人情報は外部に一切公表しませんのでご安
心ください。またここで得られた結果とまとめは
後日学内発表会を行い，皆様にフィードバックい
たします。(注)
《あなたの生活上の基本情報について伺います》
．あなたの一か月の収入は？（アルバイト，仕
送り，奨学金，お小遣い等を含む）
①10万円以上
②万円以上10万円未満
③万円以上万円未満
④万円以上万円未満
⑤万円未満
．上記の収入のうち，諸費用（家賃，水道光
熱費など）を差し引いて，あなたが自由に使え
るお金はいくらですか？
①10万円以上
②万円以上10万円未満
③万円以上万円未満
④万円以上万円未満
⑤万円未満
．アルバイトはしていますか？
①はい
②いいえ
．アルバイトは週何回していますか？
①毎日
②週〜回
③週〜回
④週〜（平日）
⑤週〜（休日）
《あなたのライフスタイルについて伺います》
．あなたはなぜ大学に通っているのですか？
①将来の就職のため（学歴をつけるため）
②勉学が面白いから
③親に言われたから
④皆が行くから
⑤ただ何となく
以下の質問に，あてはまるものをからで選
んでください。
.あてはまる .どちらかといえばあてはま
る .どちらかといえばあてはまらない .
あてはまらない
．大学の授業は面白く，ためになりますか？
はい     いいえ

．授業には積極的に出席していますか？
はい     いいえ
．生活上の優先順位は授業ですか？
はい     いいえ
	．生活上の優先順位はアルバイトですか？
はい     いいえ
10．あなたは友達といることが好きですか？
はい     いいえ
11．アウトドア派ですか？
はい     いいえ
12．家事はよくしますか？
はい     いいえ
13．趣味・好きなことはありますか？
はい     いいえ
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14．それは自宅ですることですか？
はい     いいえ
15．TVをよく見ますか？
はい     いいえ
16．スポーツをよくしますか？
はい     いいえ
17．外食はよくしますか？
はい     いいえ
18．ショッピングはよくしますか？
はい     いいえ
19．特に計画もなく家で過ごすことが多いです
か？
はい     いいえ
《長期休暇の過ごし方について伺います》
以下，あてはまるものを選んでください。
.あてはまる .どちらかといえばあてはま
る .どちらかといえばあてはまらない .
あてはまらない
・アルバイトをする
はい     いいえ
・趣味に打ち込む（旅行・ドライブを含む）
はい     いいえ
・部活動・サークル活動を行う
はい     いいえ
・資格取得に励む
はい     いいえ
・旅行をする
はい     いいえ
・実家に帰省する
はい     いいえ
・家事（大掃除等）をする
はい     いいえ
・特に計画もなく家で過ごす
はい     いいえ
＊休日で「特に計画なしに家で過ごす」時の理由
についてお伺いします。
あてはまるものを選んでください。
・家でじっとしていることが好き
はい     いいえ
・日頃の疲れがたまっている
はい     いいえ
・旅行など出かける計画を立てるのが面倒
はい     いいえ
・特にこれといった趣味がない
はい     いいえ
・何かしようと思っている内に時間が過ぎてしま
う
はい     いいえ
《お金の使い道と貯金について伺います》
・下記の内，最もお金を使うものはどれですか？
.洋服や靴，アクセサリーなど .外食費
.交通費 .趣味，スポーツ .教養費
.旅行，ドライブ
・あなたの今までで一番高価な買い物は何です
か？
・貯金はありますか？
.はい .いいえ
・どのくらいありますか？
.100万円以上
.50〜99万
.30〜49万
.10〜29万
.10万円以下
・何の為に貯金をしていますか？
.将来の為になんとなく .免許取得 .
留学 .欲しいもの（品物，旅行）を買う
.貯金をしていない
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《あなたの旅行に関する質問です》
あてはまるものを選んで下さい。
.あてはまる .どちらかといえばあてはま
る .どちらかといえばあてはまらない .
あてはまらない
＊旅行時
・あなたは旅行をよくしますか？
はい     いいえ
・旅行をすることを魅力に感じますか？
はい     いいえ
・旅行をする際インターネットで予約をします
か？
はい     いいえ
・旅行をする時，よく旅行会社を利用しますか？
はい     いいえ
・よく利用する旅行会社は？
JTB H.I.S クラブツーリズム 近畿日本ツー
リスト 日本旅行 じゃらん 楽天トラベル
その他 利用しない
・旅行をするときどちらを重視しますか？
内容は満足できないが価格は安い   
 価格は高いが内容が充実
・あなたが今，旅行をしたい国はどこですか？
・その旅行の予算としていくらまで出すことが出
来ますか？
.30万円以上
.15〜29万円
.10〜14万円
.〜	万円
.万円以下
・あなたが今国内で旅行をしたい場所はどこです
か？
・その旅行の予算としていくらまで出すことが出
来ますか？
.15万円以上
.10〜14万円
.〜	万円
.5000円〜万円
.5000円以下
＊旅行の目的
・あなたの旅行をする目的を選んでください。
（複数回答可）
自然・食・スポーツ・アウトドア・温泉・名所
旧跡・友人とわいわい・買い物・非日常を味わ
う・特になし
・あなたは旅行の行先としてどちらに魅力を感じ
ますか？
国内     海外
・あなたの周りでは旅行をする人が多いほうです
か？
はい     いいえ
・その人とあなたとの関係は何ですか？（複数回
答可）
家族 友人 恋人 親戚 その他
・あなたは旅行をするなら誰と旅行をしたいです
か？（複数回答可）
家族 友人 恋人 親戚 その他
＊旅行経験
・今までで一番高価な旅行についてお教え下さい。
.どこに行きましたか？
.それはいくらですか？
￥
・あなたの旅行回数についてお教え下さい。
.年間平均
.10回以上 .〜	回 .〜回
.・回 .旅行していない
.今まで
 .50回以上  .30〜49回  .20〜29回
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.10〜19回 .10回以下 .旅行しない
・あなたが幼少期のころよく家族と旅行をしてい
ましたか？
はい     いいえ
・留学経験はありますか？
はい     いいえ
＊最後にあなたの属性についてお聞きします。
・大学
.亜細亜大学 .他大学
・学部（学科）
.経営学部（経営学科） .経営学部（ホス
ピタリティ・マネジメント学科） .経済学部
.法学部 .国際関係学部（国際関係学科）
.国際関係学部（多文化コミュニケーション
学科） 
.短大 .その他（or 他大学）
・学年
.年 .年 .年 .年
・性別
.男 .女
・家族構成
.一人暮らし .実家 .ルームシェア
以上。
(注) アンケートのタイトルは，回答者が過剰に「旅」
を意識しないよう，このようにして実施した。
(注) 2013年月28日学生達により学内発表会を実施。
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